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青森県男性の男女共同参画に関する意識の現状と今後の展望

佐藤　恵子1)

Current Attitude of Male Residents of Aomori Prefecture on Gender Equality 

                   and Prospects in Future

 Sato1)Keiko

Abstract 

Based on an attitude survey carried out of male residents of Aomori Prefecture in 2006, 

this study shows that achieving a gender-equal society is necessary for men as well as women. 

Major findings of the study includes; 

1) More men as well as women are seeking to balance work and family life. 

2) Although most men in Japan are expected to get married, to succeed to the family estate 

and care for their parents, so many men feel burdened by these expectations and responsibilities. 

3) There are a lot of men who had breakdowns or even committed suicide after struggling 

to fulfill their responsibilities as men. 

                                (J.Aomori Univ. Health Welf.8 (2) : 255 — 266, 2007)

キーワー ド:男 性、仕事 と家庭の両立、男女共同参画社会

A Gender-Equal Society

 

, Balance work and family life,Keywords: The male sex

介護)に 関わ り責任を担うことであり、そのためにこれま

での男性の仕事中心の生 き方を変えることである。

　男性の家事 ・育児 ・介護等への参画は、決 して女性の

負担を軽 くするためではな く、男性 自身がよ り幸せで充

実 した生活や人生 を送るために必要不可欠 なことであ

る。1990年 代後半以降、過労死 ・過労 自殺 をは じめ中

高年男性の自殺、熟年離婚 などが男性問題 として提起 さ

れ、男性 もこれまでのような仕事中心の生 き方では決 し

て幸せにはなれないことが明 らかになってきている。

　以上のことか ら、男女共同参画社会を実現する上での

最大の課題は、男性の仕事中心の生 き方 を変え、仕事と

家庭、地域でのバランスの とれた生 き方 を可能にするこ

とである。しか し、依然 として男性の男女共同参画社会

に対す る関心や取 り組みは低調だ と言わざるをえない。

青森県の男女共同参画プラン等においても、男性の意識

や生 き方の変革の必要性が強調され、様 々な施策や事業

が盛 り込まれてはいるが、実際に目に見える成果をあげ

るには至 っていないのが実 情である。

I　 本稿の課題

　国及び青森県における男女共同参画社会実現 に向けて

の取 り組みは、1999年6月 に男女共同参画社会基本法

が制定されたことにより、新たな段階に入 っている。

　基本法以前の取 り組みは、女性政策や女性行動計画な

どの名称にみられるように、女性の地位向上 と社会参加

の促進をめざす、女性 を対象に した女性のための政策が

中心であった。それらの成果 として女性の自立意識は高

まり、職業への進出が進んでいる。 しか し、依然 として

多 くの女性 は、結婚や出産により職業 を中断せ ざるを得

ない状況 に置かれている。そのことが、女性の自立を妨

げるとともに晩婚化 ・晩産化、未婚化を招 き、少子化の

一層の進行が 日本社会の将来に暗い影を落 としている。

　 こうした状況を、抜本的に改善 し男女共同参画社会を実

現するためには、職業における女性差別的な意識や慣行を

改善 し、結婚 ・出産後の職業継続を保障することが必要で

あることは言うまでもない。しかし、それにも増 して重要

なのが、男性が女性 と同じように家庭生活(家 事 ・育児 ・
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　 『青森県男性 の男女共 同参画に関す る意識調査』 とし

て以下の2つ の調査 を実施 した。

1.『 男性の生き方と意識に関するアンケー ト調査』

　青森県の男性が、男性 としての生き方、家庭や地域へ

のかかわり方、男女共同参画社会のあり方などについて

どのように考 えているかを明 らかにするために、青森県

在住の15歳 ～75歳 未満 の男性1,500人 を無作為 に抽出

し、郵送調査によるアンケー ト調査 を実施 した。

【調査期間】2006年10月 末～11月30日

【回収状況1回 答数:495票 　回答率:29.8%

【調査項 目】(1)男 性であることについての意識(2)家

事 ・育児 ・介護、地域活動への参加　 (3)男女共同参画

社会に対する認識

　こうした状況をふまえて、2005年12月 に改定された

国の 『第2次 男女共同参画基本計画』において も、重点

事項のひとつに 「男性にとっての男女共同参画社会の意

義 と責任や、地域 ・家庭等への男性の参画 を重視 した広

報 啓発活動を推進する」(注1)こ とがあげられている。

　本稿では、以上のような現状認識に基づいて、青森県

男女共同参画課の委託を受けて2006年 度に実施 した『青

森県男性の男女共同参画に関する意識調査』の結果をも

とに、青森県男性の意識 と生活の現状 を明 らかに し、男

女共同参画社会が男性にとって も緊急 に必要 とされてい

ることを示す とともに、男女共同参画社会の実現 に向け

て今後取 り組むべ き課題等について考察する。

Ⅱ　調査の概要

回答者の年代別割合

70代60代50代40代30代20代10代

83969478594637実数(人)

16.819.519.115.812.09.37.5%

回答者の職業別割合

その他学生無職パ ー ト管理職公務員会社員商工自営農林水産

16381252421301604822実数(人)

3.37.925.85.04.36.233.19.94.5%

Ⅲ　アンケー ト調査からみる青森県男性の意識の現状

　 まず、 アンケー ト調査の結果 をもとに、青森県男性

の意識の現状を明 らかにする。

　 アンケー ト調査では、あわせて13の 質問項 目を設け

て意見 を聞いたが、それ らの中か ら主要な回答結果 を

ピックアップ して年代別一覧にまとめた ものが表1で

ある。

　表1の 各項目の回答結果から、青森県男性の意識の現

状について以下のような特徴 を指摘することがで きる。

1.家 庭役割(家 事 ・育児 ・介護)へ の参加

　以下の1)～4)に みられるように、男性の性別役割

分業意識は流動化 してお り、これまで、女性の役割 とさ

れてきた 「家事 ・育児 ・介護」などの家庭役割に男性 も

関わるべ きであ り、そのような生 き方が望ましいと考え

るようになって きている。

1)「家事」・「育児」・「介護」など家庭役割への参画意識(表

1－ ①参照)

年代を問わず、男性 も家事 ・育児 ・介護にかかわるべ

きと考 えている。とくに 「育児」 と 「介護」 に関しては

2.『 男女共同参画に関する男性インタビュー調査』

　青森県男性の男女共同参画への理解と関心を高め、家

事 ・育児 ・介護および地域活動への参画を促すための具

体的な方策を探ることを目的に、青森県在住の男性 で、

男女共同参画に理解があ り、これまでに何 らかの活動に

関わった経験がある10代 ～70代 の各年代の男性1人 、

計7人 の方を選びインタビュー調査 を実施 した。

　【インタビューの方法】個別 に面談 して聴 き取 り。所

　要時間は各回平均2時 間

　【実施時期】2007年1月 末～2月 半ば

　【対象者の職業】10代:高校2年 生、20代:公 務員、30代:

公務員、40代:会 社役員、50代:大 学教員、60代:

大学教員、70代:無 職(町 内会長)

*調 査の実施 にあたっては、青森県立保健大学倫理委員

会の規定を遵守 し、倫理的な配慮 を行った。また、調

査 の結果は、『青森県男性の男女共同参画 に関する意

識調査報告書』 として平成18年3月 に刊行 している。
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表1　 年代別アンケー ト回答結果一覧

①

家 庭 参

画 意識

家事

育児

介護

②

参 家

加 事

③ 生

志 き

向　方

参加 家事 数

不参加 者割合

食 事 の 支度

バラ ン ス

仕事 優 先

家庭 優 先

④ 参 画社 会 の姿

⑤

意

識

男

ら

し

さ

の

⑥ 不

由　利

共　不

感　自

⑦ 男

認 性

識　問

　　題

の

妻 子 を 養 う

女 性 を リー ドす る

競争 に負 けない

弱音を吐 かない

他人に頼 らない

結 婚

跡 取 り

親 の扶養

責任

少年 犯罪

結婚 難

過 労死

熟年 離 婚

自殺

⑧ 参 画社 会 の認 知

⑨ 参 画社 会 の 関心

10代

(37人)

21.6

51.4

29.7

1.7

32.4

16.2

36.2

19.4

19.4

75.6

50.0

27.8

17.1

16.7

8.3

2.8

16.7

8.3

27.8

16.2

0

5.4

2.7

2.7

13.5

35.1

20代

(46人)

26.1

65.2

54.4

2.7

23.9

26.1

32.6

19.6

23.9

89.2

45.7

17.4

4.3

17.4

2.2

15.2

23.9

23.9

30.4

19.0

10.9

17.4

23.9

20.0

26.1

50.0

30代

(59人)

21.1

52.6

45.6

3.4

7.0

17.5

43.8

21.1

17.5

86.5

49.2

28.8

15.3

16.9

1.7

31.6

26.3

22.8

33.3

12.3

15.8

17.9

12.3

12.3

29.8

42.2

40代

(78人)

16.7

55.1

48.7

3.9

6.4

25.6

62.3

15.6

11.7

78.0

52.6

29.5

9.0

12.8

12.8

39.2

36.5

27.0

28.4

27.3

17.9

30.8

17.9

24.4

14.1

56.4

50代

(94人)

23.0

49.4

47.6

4.3

2.3

33.0

42.1

26.1

15.9

79.8

62.4

39.8

18.5

18.3

14.1

31.8

29.5

33.0

27.3

19.8

20.2

29.5

26.7

32.6

11.5

55.7

60代

(96人)

12.6

43.7

39.1

4.4

3.3

17.6

36.1

32.6

14.6

83.9

64.5

33.7

30.8

26.4

31.5

27.6

24.1

27.6

33.3

18.2

11.6

20.7

17.2

16.1

18.7

57.1

70代

(93人)

21.1

44.8

49.3

4.7

1.3

28.6

46.1

7.9

25.0

88.0

55.0

31.6

37.7

34.2

29.5

31.6

27.6

27.6

42.1

23.3

19.1

20.0

14.9

20.9

16.9

67.5

全 体

(495)

19.6

50.7

45.3

3.8

8.0

24.2

43.7

20.8

17.6

83.0

55.8

31.2

20.4

21.3

16.6

28.1

27.5

26.2

32.0

20.0

14.9

22.1

17.6

20.0

18.1

54.2

(注)上 記の回答結果は、アンケー トの中か ら主要なものを抜粋 してまとめたものである。

　 項 目名称及び選択肢は略記 している。④は、「男女が共に家事 ・育児を担 うようにな り、夫婦や親子 の絆が深 ま

　 る」⑥の 〈責任〉は 〈何かにつけ女性よりも責任を持たされる〉の略。 記載している数字は、それぞれ以下の選択

　 肢の回答割合(%)で ある。①は 〈積極的に参加すべき〉、④は 〈そ う思う〉と 〈どちらか と言えばそ う思 う〉の合

　 計、⑤は 〈そう思 う〉⑦は 〈内容を詳しく知っている〉⑧は 〈言葉も内容も知 らない〉⑨は 〈大いにある〉と 〈少し

　 ある〉の合計。

〈積極的に関わるべ き〉 と考える男性が、約半数にのぼっ

ている。

2)日 常的な家事への参加状況(表1－ ②参照)

　家事の参加状況をみると、90%以 上が 日常的に何 らか

の家事に参加 している。30代 以降では参加 していない

人は数%に す ぎず、年代が上がるほど参加 している家事

の数 も多 い。最 も多 いのは 〈買物〉 と 〈ゴミ出 し〉。4

人に1人 は 〈食事の支度〉をしている。

3)こ れからの男性の望 ましい生 き方(表1－ ③参照)

　これからの男性の生 き方として 〈仕事 と家庭、地域の

3つ をバランスよく〉を支持する人が43.7%で 最 も多 く、

〈仕事優先〉は20.8%に 止まる。
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4)男 女共同参画社会の姿についての賛否(表1－ ④参照)

　 「男女が共に家事 ・育児 を担 うようになり、夫婦や親

子の絆が深 まる」を 〈そ う思 う〉〈どちらかと言えばそ

う思 う〉あわせて83%が 賛成 している。

2.家 族扶養意識の堅持

　 上にみたように、女性役割への参加を肯定 ・受容する
一方で、「男は妻子 を養 う責任がある」 とい う従来の男

性役割に対する意識は しっか り持っている。

　 5つ の男 らしさの意識についての回答結果(表1－ ⑤)

を見ると、「男 は妻子 を養 う責任がある」 について 〈そ

う思 う〉〈どちらか と言えばそ う思 う〉あわせて88%。

しかも 〈そう思う〉 という強い肯定が過半数にのぼって

いる。男性の家族扶養責任についての意識は年代、職業

にかかわらず強固である。

　 このことに関連 して、 日本家族社会学会が2003年 に

実施 した 『第2回 家族についての全国調査』においても

同様の結果が報告されているが、本県男性の方が全体で

7.7ポ イン ト高 く、〈そ う思 う〉 とい う強い肯定は17.4

ポイントも高 くなっている。(注2)

　 また、表1－ ⑤の男 らしさの意識の中で、「男は女 を

リー ドしなければならない」についてもすべての年代 と

職業を通 して肯定が過半数を占め、全体では 〈そう思 う〉

31．2%、〈どち らかと言えばそう思 う〉42.8%で あわせて

肯定が77%に のぼっている。つ まり、女性 との関係 に

おいて も、男である自分が常 に優位に立って先導 したり、

守らなければならないと考えている男性が多いことがわ

かる。

　 これらのことか ら、青森県のほとんどの男性が、「男

は結婚 して、家族のリーダー として妻子を養い守 らなけ

ればならない、それが男 としての責任だ」 という従来か

らの男性役割意識をしっか り持っているといえる。

3.「 仕事と家庭の両立」への志向

　 1.2.の 結果、男性たちは自覚的にか否か、少 なく

とも意識の上では 「家族を養 うために働いて稼 ぐ責任」

と 「家族が生活 してい くための家事 ・育児 ・介護 とい う

家庭責任」の両方 を担うのが当然 と思い始めている。あ

るいは両方の責任 を担 わなければならない、担 うべ きだ

と考えているといえる。つまり、男性 も 「仕事 と家庭 の

二重役割」 を受け入れつつあるとみることがで きる。こ

のことか ら予想されるのは、 これまで多 くの女性たちが

悩み苦 しんできた 「仕事 と家庭の両立」の課題が、いよ

いよ男性 にとって も現実の問題 となって くることであ

る。これか ら結婚 して家族を持 とうとす る若い男性や、

共働 きで子 どもを持つ男性 にとってはすでに切実な問題

になっている可能性 も高い。また、「仕事 と家庭の両立」

の課題は、「仕事 と家事」、「仕事 と育児」、「仕事 と介護」

など、年代やライフステージに応 じて様々な形で具体的

な問題 として表れて くる。そのため、既婚の共働 き男性

に限らず、未婚であっても、子育てが終わった中高年期

の男性であっても、いずれかの時期 に遭遇する可能性が

高い。実際に、一部の男性たちの間では、すでに仕事 と

家庭のジレンマが深刻な問題になっていることが、新聞

や調査等で も報告 されている。(注3)

　 周知のように、「仕事 と家庭の両立」は、男女共同参

画社会 のメインテーマ(重 点 目標)の 一つであ り、 『男

女共同参画社会基本法』の第6条 に(家 庭生活における

活動 と他の活動の両立)と して 「男女共同参画社会の形

成は、家族 を構城 する男女が、相互の協力と社会の支援

の下に、子の養育、家族の介護その他の家庭生活におけ

る活動 について家族 の一員 としての役割 を円滑 に果た

し、かつ、当該活動以外の活動 を行うことがで きるよう

にすることを旨として、行われなければならない」と規

定 されている。つまり、男女共同参画社会は、男女がと

もに無理なく仕事 と家庭 を両立することができるような

仕組みづ くりをめざしているのである。これまで 「仕事

と家庭の両立」は、女性の自立にとって最大の課題ない

しハー ドルとみなされてきた。現今の性別役割分業社会

において、家庭責任 を割 り当て られた女性が、結婚 ・出

産後 も職業を継続 しつつ家庭責任 を果たそ うとする際に

直面する最大の課題 ないしハー ドルと捉え られてきた。

家庭責任 をしっか り果たそうとすると仕事がおろそかに

な り、仕事上の責任 を果たそうとすれば、家庭責任がお

ろそかになる ・・というジレンマに悩 まされ、多 くの女

性が家庭役割(家 事 ・育児 ・介護)を 優先するために職

業継続を断念 してきた。それが、女性の経済的自立を阻

み、職業 ・職場における女性に対する差別的扱いを正当

化 し、維持 ・再生産 してきたのである。

　先 に見たように青森県男性の意識 においても、仕事 と

家庭の両立を志向 しつつあることが確認で きた。「仕事

と家庭の両立」がいよいよ男女共通の課題になってくる

兆 しであ り、男女共同参画社会の実現に向けての展望を

開 く画期的な事態 ととらえることができる。

4.男 性としての負担感:「 結婚」 「跡取り」「親の扶養」

　さらにアンケー トの結果で興味深いのは、約3割 にの

ぼる男性たちが、結婚や家の跡取 り、親の扶養 を期待さ

れることに負担感(男 としての不利 ・不 自由感、)を 抱

いていることである。アンケー トでは、様々な場面で男

性たちが、「男 としての不利や不 自由」 としてあげてい

る11の 事例 を選択肢 として設け、共感する ものを尋ね

た。(注4)表1－ ⑥は、それ らの中か ら 〈結婚=結 婚

しないと一人前 と認められない〉、〈跡取 り=家 の跡取 り

として期待 される〉、〈親の扶養=親 の扶養 を期待 され

る〉、〈責任=何 かにつけ女性より責任 を持たされる〉 と
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いう4つ の選択肢についての回答結果(○ をつけた人の

割合)を 記 したものである。

　表1－ ⑥を見 ると、具体的にどの程度の負担感かにつ

いては不明だが、〈責任〉32.0%、 〈結婚〉28.1%、〈跡取 り〉

27.5%、 〈親の扶養〉26.2%と なっている。 さすがに10代

では少ないが、30代 以降では30～40%近 くの男性がこ

うした思いを抱いている。常 に女性 よりも大 きな責任を

問われ、結婚や家の跡取 り、親の扶養な ど男であること

を理由に過大な期待 をかけられ、負担 に感 じた りプレッ

シャーに悩んでいる男性が相当数いることがわかる。た

だし、後のインタビュー結果でみるように、こうした負

担感や悩みは、男性たちの口か らはっきりとは表明 され

てはおらず、それ故周囲の人々にも、地域や社会におい

ても、男性が抱 える問題(男 性問題)と して認識されて

いるとは言えないのが現状である。

5.不 満や悩みが大きい40代 男性

　表1の 年代別の回答傾向 に注 目すると、40代 の回答

がひときわ目立った特徴 を示 している。例 えば、③生 き

方バランス志向では、〈バランス(仕 事、家庭、地域の3

つの活動 をバランスよく)〉が62.3%、 〈仕事優先〉15.6%

で、他の年代 に比べて 〈バ ランス〉を支持する割合 が 目

立って高い。また、⑤男 らしさの意識の「男 は競争に負け

てはならない」「男は弱音 を吐いてはならない」を肯定

する割合が、9．0%と12.8%で すべ ての年代を通 して 目

立って少ない。さらに、⑥不利 ・不 自由についての回答 も、

「結婚」39.2%、 「跡取 り」36.5%で 、すべての年代 を通

して最 も高い。⑦男性問題について 〈内容を詳 しく知っ

ている〉割合 も 「少年犯罪」27.3%、 「過労死 ・過労 自殺」

30．8%、 「中高年男性 の自殺」24.4%な ど50代 に次いで

高い、などの傾向が確認できる。 さらに、本アンケー ト

とほぼ同時期に実施された 『平成18年 度 青森県民の意

識に関する調査』の中の 「生活全般の満足度」について

の回答結果 をみると、表2の ように、40代 男性 の生活

全般の満足度が最 も低 くなっている。以上のことか ら判

断すると、40代 男性は、現在の仕事中心の生 き方や競

争を強い られることに反発 を感 じ、 しか も結婚や跡取 り

期待 にプレッシャーを感 じ、その一方で少年犯罪や過労

死 ・自殺にも不安を感 じてお り、精神的に不安定な状態

にある人が多いのではないか と推察される。

　このことに関連 して、実際に40代 男性が様 々な悩み

や葛藤 を抱えているという調査結果が報告 されている。

静岡県の男性 を対象に実施された 『男性の苦悩 とその対

処方法についての調査』(西 田他2001)に よれば、次の

ように40代 男性の苦悩が最 も大きいことが報告されて

いる。「ス トレスや苦悩の程度 を世代別 に分析す ると、

全体 と して も、仕事、経済、対人 といった側面別で も

40歳 代 の男性 に苦悩やス トレスが群を抜いて高い こと

がわかる。これは、一般的に40歳 代 の男性は、仕事面

ではリーダー的役割を果たしていることが多 く、会社な

どの組織において も責任が重 くなるか らと推察で きる。

また、家庭においては、子 どもが成長 して小 ・中学生以

上にな り、経済的にも教育的にも負担が増大するか らと

推察 される。」(注5)

　青森県の40代 男性 も似た ような状況にある と思われ

るが、現状では、 とくに40代 男性の状況を想定 した対

策は講 じられていない。本県の40～50代 男性の自殺率

が際立って高いことか ら、 自殺防止の観点か らの対策

が始まっているが、 自殺 に限定せず幅広い観点から、40

　 表2　 生活全般の満足度(性 別 ・年代別)

『平成!8年 度青森県民の意識に関する調査』よ り

単位　%

男性

女性

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

全体

満足

13.9

13.7

19.6

11.5

13.6

6.6

11.1

14.7

26.2

13.7

やや満足

27.2

33.1

37.5

30.1

28.3

27.0

29.7

27.3

35.3

29.4

何とも

言えない

33.8

31.9

35.7

38.9

33.8

31.6

34.8

35.5

25.1

33.0

やや不満

10.9

10.9

5.4

8.8

9.6

16.4

11.1

12.2

7.0

10.9

不満

13.1

9.3

1.8

9.7

13.6

7.6

11.1

9.4

5.3

10.9
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代男性に対する情報提供や相談窓口の設置などの対策を

早急に行 う必要がある。

6.男 女共同参画社会に対する認知 と関心

　男女共同参画社会 に対する認知 と関心についてみ る

と、表1－ ⑧か ら男女共同参画社会について 〈言葉 も

内容 も知 らない〉、つま り全 く知 らない人は18.1%で あ

る。平成16年 度に内閣府が実施 した 『男女共同参画社

会 に関す る世論調査』の結果(男 女共同参画社会 につ

いて、〈見た り聞いた りしたことがない〉男性 の割合が

42%)(注6)と 比べると、必ず しも認知度が低い とは

言 えない。注 目されるのは、20代 、30代 の認知度が低

く、男女共同参画社会について全 く知 らない人が3割 近

く(20代26.2%、30代29.8%)も いることである。 ま

た、表1－ ⑨は関心が 〈大いにある〉 と 〈少 しある〉を

あわせた回答率であるが、 この点でも20代50%、30代

42.2%と10代 に次いで低い。先の認知度 とあわせると、

20代 、30代 には男女共同参画社会について知 らない し

関心 もない人が他の年代に比べて多いことがわかる。ア

ンケー トでは、結婚の有無について聞いていないが、20

代、30代 といえば、結婚 して子 どもが生 まれ、「仕事 と

家庭の両立」が始めて現実的な課題 となる可能性が大き

い世代であ り、その意味で最 も男女共同参画社会の必要

性が高い世代 といえる。にもかかわらず、男女共同参画

社会に対 して最 も無関心な世代であるという現状 は、男

性たちの男女共同参画社会に対する当事者意識の低 さを

象徴 していると思われる。

Ⅳ　インタビューからみる青森県男性の現状

　次に、インタビュー調査の結果をもとに、青森県男性

の状況についてみてみよう。

　表3は 、インタビューの中で青森県の男性たちの状況

について語 られた部分 を抜粋 して5つ の側面に分けてま

とめたものである。

1.家 庭役割への参加意識と実際の参加状況

　表3-(1)の 意見か ら、家事 ・育児 ・介護などの家

庭役割への参加について、ほとんどの男性が、男性 もす

るべ きだ と考 えているとい うアンケー トの回答結果が、

ほぼが裏付けられた。ただ し、 どのようなことをどの程

度やっているのかなど具体的な参加の状況については、

はっきりとはわか らない。何故なら、男性たちは、職場

や会合 などの場ではもちろん友人同士で も家族や家庭の

ことをほとんど話 していないか らである。

2.家 族や家庭、個人的なことを話さない男性たち

　表3-(2)の 意見をみると、インタビュー対象男性

の周 りの人たちという限定付 きではあるが、若い男性の

引 きこもりや結婚難、中高年男性 の健康障害や過労死、

定年後の妻 との関係 など様々な問題を抱 えていることが

わかる。 しか し、男性たちは、家事や育児 ・介護のこと

を話さないだけでな く、自分の生 き方や生活、仕事のこ

と、女性たちとの関係 などについての考えや思い、悩み

など自分の本音をほとん ど話 していないようである。先

に見たような40代 男性 のかなりの人たちが抱えている

と思われる問題や悩み、辛 さなどについてもおそらく表

立 って話されることはないのであろう。「家庭のことは

あまり話 さない。家庭のことや困っていることはあまり

口に出せない し、周 りも話さないという雰囲気があ り、

それが男性 自ら弱音を吐けない状況を作っていると感 じ

る。」 とい う意見が、その ような男性たちの様子 を的確

に表現 している。こうした状況の中で、男性が抱えてい

ると思われる様々な悩みや迷い、困難や辛 さは、 日常生

活の中で表明 されることもなく、従 ってしっか り受け止

め られることもな く、看過され放置されてきていると推

察される。

　 しか し、先のアンケー トの回答(表1－ ⑤)を みると、

「男は弱音 を吐いてはな らない」「男 は他人 を頼 っては

ならない」を肯定する人は半数に止 まっている。とくに

50代 以下では反対が多数を占めている。多 くの男性は、

本当は弱音を吐 きたい し誰かに相談 したい、力 を借 りた

いと思っている証 と考えられる。男性の率直な思いや考

え、抱えている悩みや困難を顕在化 させ、それをしっか

り受け止め、適切に対応することが求められている。

3.男 女共同参画社会に対する誤解やマイナスイメージ

　表3-(3)か らもうひとつ重要なことが明 らかになっ

た。それは、男女共同参画社会に対 して、言葉は知 って

いても、肝心の内容について十分理解 していないどころ

か誤解 している男性が多い(ら しい)と いうことである。

「男女共同参画は、女性の地位向上策で女性 を優遇する

ものというイメージを持 っている男性が多い。」「40代、

50代 の男性 には、男女共 同参画 は、“男性攻撃”“男性

への要求”というイメージが定着 して しまっている。」「農

村部では、男はそのままにして女を引き上げるのが男女

共同参画だと思っている人が多い。」「全体的に女性の意

識が進んでお り、男性は受け身で問題意識が薄い。」など。

　男女共同参画社会に対する認知 と関心については、先

のアンケー ト結果でもみた ように、言葉 も内容 も知 らな

い男性 は18%に 止 まり、過半数の男性が関心を持って

いると回答 している。しか し、インタビューの意見 を勘

案すれば、男女共同参画社会 という言葉を聞いたことが

あ り、“何 だろ う” という程度 の関心 は持っているが、

内容について正 しく理解 した上で積極的な関心を持って

いる男性は少 ない とい うのが実情ではないか と思われ

る。不十分な理解や誤解 をもとに反発 したり無関心だっ

た りする男性が多いことからみても、男女共同参画社会

が男性にとっても必要でメリッ トが大 きい取 り組みであ
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表3　 インタビューでの主な聴き取 り内容

(1)男 性 の 家 事 ・育 児 ・介 護 へ の 参 加 に つ い て の 意 識 ・態 度

○意識 の面 では 、女性 か ら要 求 され てい るこ ともわか ってい る し、男性 自身 も家事 ・育児 ・介 護 に参加 す るべ きだ と思 って

いるが、す るの が当 り前 とまでは思 ってい ないのでは ないか。○lO代(学 生)に は、意識 の上 ではや るべ きだ と思 って い

て も、実 際には全 くや って いない人 が多い。○50代 、60代 の男性 たちは、少 しずつ家 事 をす る よ うになって きて い る。

70代 にな って家事や介護 にかかわ る男性 も増 えてい る。 ○農村部 では、家 事や介護 に関わ りたい と思 ってい る男 性 も結構

いるが、女性 た ちが家の こ とは女がす るの が当 り前 と思い込 んでい るため、男性 に家事参加 を働 きかけてい ない。○ 実際 に

男性 が、 どの よ うな ことを どの程度や って いるのか について ははっ き りとは わか らない。職 場や会合 な どで家庭 の こ とが話

題 にな るこ とはない。○男性 の家事 ・育児 ・介護 へ の参加 は、家庭環境 の影響 が大 きい。 父親が家 事や育児 に参加す るの

を見て育 てば、 自然 に身 に付 くし、結婚後妻 の再就職 や病気 な どが きっかけ で参加 す るよ うになる。 ○現在 の職 場 の状況で

は、男性 が育児休 業や介護休 業 を取 るの は難 しい。仕 事上 の責任 とのジ レンマで悩む と思 う。

(2)男 性たちの日常の様子で問題に感 じること

○職場や 地域 な どで、男性 同士 が家 庭や家族 の ことを話す こ とは ほ とん どな く、また話せ るよ うな雰囲気 にない。 それが男

性 自 ら弱音 を吐けない状 況を作 ってい る。 ○仕事や 家族 のこ とで悩 んでい て も、同僚や 仲間 に話 す こ とは少な く、決定 的な

状況 になって周 囲が知 る ことが多 い。 ○男 のプ ライ ドにこだわ って困った こ とが あって も相談 しない男性 が多い。 ○若 い人

た ちは、あ ま りジ ェンダーに と らわれ な くな って い るよ うに感 じるが、個人 主義的 な傾 向が 強 く、そ の中で人 と うま く関わ

れず悩 んでい る人が増 えてい る。 ○農村 では、女性 が押 さえつ け られ てい る とい うよ り、男性 が置い てけぼ りを くって い る。

○ 引きこ も りや 就職 のこ とで悩 んでい る若 い男性 が多い。 ○身近 に結 婚難 を感 じる。30代 、40代 で結婚 していない 男性が

か な りい る。 女性の 見る 目が厳 しくなってお り、男性 に対す る要 求が過剰 と感 じる。 ○家族 同士で親 しくつ きあって いた

友人(男 性 、40代)が 、突然 自殺 した。 身近 にい なが ら悩 んでい るこ とに気 付かず シ ョックだった。 ○ 自分の職場 で も、

過 労や ス トレスな どで体調 を崩 し、長 期入院 した り休職 す る40代 、50代 の男性 が 目立つ。○職 場の 同僚 の息子 が、就職 に

失敗 し引 きこ もってい るら しい。 気 にな るが 、 こち らか ら尋ね るのは遠慮 してい る。○主人 在宅 ス トレス症候群 と思 われ る

夫婦 が身近 にい る。 ○高齢者 の夫婦 で、夫が 高圧 的 な態 度で妻 を酷使 していた が、妻が亡 くな った後泣い て悔や んで いた。

(3)男 女共同参画社会に対する意識 ・態度

○男女 共同参画 とい う言葉 は広が って きてい るが 、正 しく理解 して い る男性 は少ない。 ○男女 共同参画 は、女性 の地位 向上

策で女性 を優遇す る もの とい うイ メー ジを持 ってい る男性 が多い。040代 、50代 の男性 には、男女共 同参画 は、“男性 攻

撃”“男性 へ の要求” とい うイ メー ジが定着 して しまって いる。○農村 部で は、男 はそのまま に して女 を引 き上 げるのが男

女共 同参 画だ と思 ってい る人が多 い。○男 女共 同参 画社会 について の知識 は持 ってい て も、 ジェ ンダー に とらわれ てい る人

はまだ 多い。 ○全 体的 に女性の意識 が進 んでお り、男性 は受 け身で 問題 意識 が薄い。

(4)男 性にとっての男女共同参画社会の意義 ・メ リッ ト

○男 女共同参 画社会 になれ ば、男 性 ももっ と楽 に生き られ る。女性 が社会 進出す る ことで 、職 場で は働 き手が増 えて楽 にな

り、時間的 な余裕 もでき家庭 に関わ るこ ともでき る。精神 的 な面 で も女性 と責任 を分け合 うこ とで 、楽 にな り自由 になれ る。

○老 後が楽 にな る。精神 的 にも肉体的 に も女性 と一緒 にや る方 が楽で、無 理 を しな くて もいい。 ○男 性 も仕事一 辺倒 の生 き

方 か ら解放 され、家庭 の 中に居 場所 がで き、夫 婦や親子 の関係 がよ くなる。○老夫 婦の二人 暮 ら しでは、す でに妻 の方 が リ

ー ドしなが ら助 け合 って暮 らしてい る。男女 共同参画社 会が実現 すれ ば、妻 はもっ と夫 を理 解 し思 いや りを持 つ よ うにな る。

*現 状で は、男女共 同参画社 会の意義 や メ リッ トが 、男性た ちには ほ とん ど理解 されて いない(全 員 が指摘)

(5)男 女共同参画社会 とは(イ ンタビュー対象男性が考える男女共同参画社会)

○女性 に対 す る固定観念 をな くそ う、 とい うイメー ジ(10代 、中学校 の授 業 で習 った 内容 か ら)○ 男女 が共に 自由に生 き

る ことがで きる社 会。個人 を大切 に し、 困った人 が助 け られ る よ うな社 会。(20代)○ 男 女が共 に仕事 と家 庭 を担 い、協力

して一緒 に生 きてい く社会 。その ため には男性の生 き方 を変 え る必要 が ある。(30代)○ 男女が お互い の役 割を理解 しあ う

こと。(40代)○ 男女共 同参画社会 は、始 めか ら決 まって いるわ けではな く、男女が意 見 を出 し合 い話 し合 って創 り上 げて

い くもので あ り、まだ 、 どん な社 会か具体 像 はわ か らな い。 女性が社 会 に進 出す るこ とに よってた く さんのメ ッセ ー ジが出

され 、それ に男性 が対応 して相互 に メ ッセー ジを出 し合 い、少 しず つ調和 してで きあがって くる。そ のために も、社会 のす

べ ての分野 に男女が一 緒にか かわ るこ とが必要 であ る。(50代)○ 男 女が互 いに尊重 しあ って、 どち らが上で も下で もな く、

互 いに支 え合 って伸び てい けるよ うな社 会。(60代)○ 自分が考 える男女共 同参画社会 は、① 昔の封建 的な ものをな く して、

社会 の様 々な場で男女 平等 にす る こと。 ②家庭 での役割 分担 を互 いに了解 しあって協力 してや って い くこと。③ 女性 は、

身 体面で も精 神面 で も辛い こ とが多 い ことを男性 が理解 してサ ポー トす る こと。(70代)
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ることを理解 している男性は少ないことが想像 される。

　 大方の男性 たちは、男女共同参画社会 は、女性 を対象

にした女性 のための取 り組みであって自分たち男性には

関係ないと思っている。あるいは、男女共同参画は、女

性の自立や自由を阻んで きた加害者 として男性を一方的

に非難・攻撃 し、様々な要求を突 きつけ、既得権を奪い、

生 き方の変更まで迫る、男性にとっては納得 しがたいが

反論することもできない、厄介で居心地が悪い ものとい

うイメージを持っているのではないか。それ故、男女共

同参画社会が、男性にとっても必要でメリッ トがあるな

どとは考えられないし、積極的 ・主体的に取 り組 もうと

いう気持ちにもなれない、というのが実情 なのではない

だろうか。

　確かに、男性たちが、男女共同参画社会に対 してこの

ような印象を持つの も、これまでの取 り組みの経緯を考

えればやむを得 ない とも言える。始めにも述べたように、

現在の男女共同参画社会への取 り組みの出発点は、1975

年の国際女性(婦 人)年 に始まる国連を中心 とする女性

差別撤廃 をめ ざす世界的運動である。女性差別的な社会

(=男 性中心 ・男性支配社会)の 仕組みや意識 によって

生 じている様々な女性問題 を解決するために、女性の意

識改革を始め、社会的地位の向上、社会参加の促進、職

場 における女性差別の解消など、女性を対象にした女性

政策が進められてきた。それらの成果 として、女性たち

の男女平等や自立に対する意識は高まり、職業を始めと

す る社会進出が進み、職場や家庭 においても男性や夫に

対 して積極的に発言 した り要求するようになった。また、

男性による女性支配の最 も強力な手段として長い間黙認

されてきたセクシャル ・ハ ラスメント(セ クハ ラ)や ド

メスティック ・バイオレンス(DV)な どの女性 に対す

る暴力に対 しても、法律に基づいて厳 しく糾弾 されるこ

とになり、多 くの男性たちが、職場や家庭でそれまでの

男 としての優位性や既得権 を失い、肩身の狭い思いをし

た り、責任 を追及 された り、家事や育児の分担を要求さ

れて困惑す るなどの体験をすることになった。四半世紀

にわたるこのような状況の中で多 くの男性が、先にあげ

たような様々なマイナスイメージや先入観 を持 って し

まったと推察 される。

　1990年 の半ば頃か ら男女共同参画社会 という言葉が

登場 し、1999年 に 『男女共同参画社会基本法』 が制定

され、女性を対象とする女性政策から、男女を対象 とす

る男女共同参画政策に転換 されてすでに8年 が経過 して

いる。しか し、依然として女性政策当時のイメージが払

拭されないまま、男女共同参画 と聞 くと拒否反応 を起 こ

したり身構 えた りする男性が多いのではないかと思われ

る。今後は、以上のような経緯をふ まえた上で、具体的

な政策や働 きかけを通 して、男女共同参画社会に対する

誤解 を解 き、マイナスイメージを払拭 してい くことが必

要である。

Ⅴ　各種統計データ等からみる青森県男性の生活

　 ここでは、種 々の統計的データをもとに、青森県の男

性たちが置かれている状況について検討する。表4～ 表

6は 、青森県男性の生活や労働に関する統計的データを

収集 ・整理 したものである。

1.生 命 ・健康、労働面での特徴

　 これらの表 を一覧 して注 目されるのは、全国順位が1

位 にランクされている項 目が6つ もあることである。そ

れらをあげてみると、[年 齢調整死亡率][3大 死因別死

亡率][自 殺死亡率][月 間総実労働時間数][第 一次産

業従事者比率][出 稼 ぎ者比率]で あ り、あ まり好 まし

くない ものが多い。逆 に、最下位にランクされている項

目は、[平 均寿命][大 学 ・大学院卒業者割合][有 効求

人倍率][1ヶ 月実収入(45位))]で あ り、いずれも歓

迎すべ きものではない。これらのデータをつ きあわせる

と、青森県の男性自身の健康 ・生命、労働状態に関わる

特徴 として、1)3大 死因といわれる病気 をはじめ自殺

により死亡する男性が多 く、平均寿命が短かい。2)全

国で最 も長時間働 き、 しかも収入は最 も少ない。3)農

業や漁業 に従事する人が多 く、雇用の機会が少なく、出

稼 ぎに出る人が多い、などが指摘できる。青森県男性は

生命 ・健康や労働に関する面で全国的にみてもかなり不

利 ・不遇 な状況に置かれていると言ってよいだろう。

2.結 婚、家族 ・世帯等の特徴

　次に、家族や世帯 に関するデータに注 目してみると、

平均初婚年齢は29歳 、未婚率 は29.1%で ともに全国平

均 よりも低 い。 しか し、生涯未婚率(50歳 時の未婚率)

は16.2%で 全国平均の15.4%よ り高 く、 しか も2000年

の10.9%か ら5.3ポ イン トも増加 している。婚姻率は全

国よりも低 く、離婚率はかな り高い。世帯については、

全国に比べて核家族の割合が少な く、三世代(直 系)家

族の割合が高い。「65歳以上の親族がいる世帯」お よび

「児童がいる世帯のうち母に仕事がある世帯」の割合 も

全国に比べて7ポ イン トほど高 く、共働き世帯割合 も高

い。1世 帯当た り人員 も2 .75で全国平均より0.2人 多い。

　これらのデータか ら、青森県男性を取 り巻 く家族や世

帯の特徴 として、1)20～30代 で約7割 の男性が結婚

す るが、50歳 になって も未婚の男性が増えている。2)

高齢者がいる三世代(直 系)家 族が多 く、家族の人数 も

比較的多い。3)共 働 き世帯が多 く、母親が働いている

家庭 も多い、などの点が指摘できる。このような家族や

世帯の特徴 から青森県男性 には、20～30代 で結婚 し、

結婚後は親 と同居 し、子 どもができた後 も共働 きを続け

るというライフスタイルをとる男性が多い と推察 され
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表4　 青森県男性 に関する基礎データ

備 考(全 国 、 順 位 な ど)女 性男　 性年 度目項分 野

人 口 性 比 男89.6:女100757,580人769,077人2005① 人 口

男 女 と も全 国 最 下位83.69歳75.67歳2000② 平 均 寿 命

全 国： 男29.8、 女28.027.3歳29.0歳2005③ 初 婚 年 齢

全 国： 男31.4、 女23.220.0%29.1%2005④ 未 婚 率

全 国： 男15.4、 女6.86.5%16.2%2005⑤ 生 涯 未 婚 率

全 国： 男60.8、 女57.055.8%63.0%2005⑥ 有 配 偶 率

男 全 国1位 、 女2位3.477.562000⑦ 年齢調整 死 亡 率

男 全 国1位11.655.92003⑧ 自殺 死 亡 率

全 国5.644.82004⑨ 婚 姻 率(人 口千人 当 り)

全 国2.122.362004⑩ 離 婚 率(人 口千人 当 り)

全 国1.251.252005⑪ 合 計 特殊 出 生 率

全 国57.8754.2%2005⑫ 核 家 族 世 帯 割 合

全 国10.616.9%2001⑬ 三 世 代 家 族 割 合

全 国35.0742.88%2005⑭65歳 以 上 の 親 族 の い る

世 帯 割 合

全 国50.957.9%2001⑮ 児 童 の い る 世 帯 の う ち

母 に 仕 事 が あ る 世 帯

全 国28.0931.97%2000⑯ 共働 き世 帯 割 合

全 国2.552.75人2005⑰ 一 般 世 帯 人 員

全 国47.2　 全 国42位36.9%2004⑱ 大 学 進 学 率

全 国14.8　 全 国 最 下 位7.2%2000⑲ 大 学 ・大 学 院 卒 割 合

 

人

口

世

帯

全 国 　 男74.8、 女48.250.0%74.8%2000⑳ 労 働 力 率

全 国 　 男75.8、 女45.050.3%78.1%200221正 規 雇 用 者 比 率

全 国 　 男5.1、 女4.84,8%5.9%200022完 全 失 業 率

男 女 と も 全 国1位177時 間189時 間200523月 間 総 実 労 働 時 間

全 国 　 男1,999、 女1,3761,038円1,494円200424所 定 内 給 与 額

全 国：5.0　 全 国1位

全 国:29.5

全 国:64.3

14.2%

25.4%

59.9%

200025産 業 別 就 業 者 割 合

　 　 　 第1次 産 業

　 　 　 第2次 産 業

　 　 　 第3次 産 業

全 国：0.73全 国 最 下 位0.28200425有 効 求 人 倍 率

全 国：0.48　 全 国1位3.04%200426出 稼 ぎ 者 比 率

全 国：522.6千 円 全 国45位414.8千 円2004271ヶ 月 実 収 入

全 国

男7.16、 女6.08

男0.27、 女2.07

男8.42、 女9.03

(雇 用 者 週 平 均)

6.12時 間

2.18時 間

9.04時 間

7.28時 間

0.30時 間

8.42時 間

200128生 活 時 間

　 　 収 入 労働 時 間

　 　 家 事 労働 時 間

全 労 働 時 間(通 勤 時間含)

 

労

働

収

入

*資 料 出 典

1.『 男 女 共 同 参 画 統 計 デ ー タ ブ ッ ク2006』 国 立 女 性 教 育 会 館 編 　 ぎ ょ う せ い 　 2006年

2.『 統 計 で み る 都 道 府 県 の す が た2007』 　 総 務 省 統 計 局 編 　 　 日 本 統 計 局 発 行 　 2007年
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表5　 青森県男性の年齢階級別統計データ

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

全　体

未婚率

国勢調査

　(%)

2000年

99.5

90.0

64.0

40.3

26.0

19.5

14.7

8.7

4.9

2.9

1.8

1.0

28.9

2005年

99.7

91.5

66.7

44.2

31.4

23.6

18.7

14.4

8.7

4.9

2.9

1.7

29.1

有配偶率

国勢調査

　 (%)

2005年

0.3

18.0

31.6

52.4

62.7

69.5

73.9

76.9

81.5

84.3

865

86.6

63.0

労働力率

国勢調査

　 (%)

2005年

16.0

77.6

94.5

95.4

95.9

96.1

95.8

94.6

92.5

71.4

32.4

74.8

自殺死亡率

青森県調査

(人 口千対)

2004年

9.6

56.1

44.9

66.4

72.3

79.7

113.0

89.5

112.3

94.3

92.5

68.8

65.4

　 表6　 3大 死因による死亡の状況

死因別年齢調整死亡率(人 口10万 人対)

そうした中で心身の健康 を害 し、寿命を縮めている男性

が多いのではないか と推察される。

悪性新生物

心疾患

脳血管疾患

青森県男性

死亡数

2,716

1,237

981

死亡率

400.7

182.5

144.7

全国男性

死亡率

258.3

137.2

105.3

全国

順位

1位

1位

1位

厚生労働省 『平成17年 度都道府県別年齢調整死亡率』より

る。その一方で、生涯未婚率が上昇 していることか ら考

えると、結婚難(結 婚 した くてもできない)に 直面 して

いる男性や独身のまま老親 と同居 を続ける男性 も増加 し

ていると推察される。

3.青 森県男性を取 り巻く厳 しい環境

　以上のような家族の状況 と、先 にみた健康や労働面で

の状況をあわせて考 えると、青森県男性が置かれている

状況は、決 して恵 まれているとは言えない。三世代家族

の中で、男 とい うことで大切にされたり、家事や育児 を

免除された りなど有利な面 もあるか もしれないが、その

一方で、結婚 して家の跡を継 ぎ、家族を養い、親を看取

る ・・という過大な期待や責任 を負 わされてもいる。厳

しい経済情勢 と雇用環境の下で、家族を養 うために長時

間労働や低賃金に耐え、弱音 も吐かずにがんば り続 け、

Ⅵ　男性 にとっての男女共同参画社会の必要性と課題

　 以上にみてきたような青森県男性の現状 を総合 して考

えれば、青森県男性にとって男女共同参画社会の実現が

必要 とされている、 しか も緊急を要 していることは明白

である。 まとめをかねて、男女共同参画社会の実現に向

けて男性が、主体的 ・積極的に取 り組んでい くことの必

要性 とそのための課題 について考える。

1.男 女共同参画社会とは

　男女共 同参画社会については、すでに諸処で言及 し

てきているが、 ここであらためてはっき りさせてお こ

う。男女共同参画社会は、『男女共 同参画社会基本法』

第2条 において次のように定義されている。すなわち、

「男女が、社会の対等な構成 員 として、自らの意思によっ

て社会のあ らゆる分野における活動 に参画す る機会が

確保 され、 もって男女が均等 に政治的、経済的、社会

的及 び文化的利益 を享受する ことができ、かつ、共に

責任を担うべ き社会」である。106文 字に及ぶ長い定義

であ り、様々な内容が盛 り込 まれている上、娩 曲な言

い回 しも多 く、 どのようにも捉 えることがで きる難解

な定義 と言われてい る。 しか し、 この定義に続 く、男

女共同参 画社会の基本理念 と位置づ けられている第3

条～6条(第3条 「男女の人権 の尊重」、第4条 「社会

一264一



における制度又は慣行 についての配慮」、第5条 「政策

の立案及び決定への共同参画」、第6条 「家庭生活 にお

ける活動 と他の活動の両立」)に おいて、男女共同参画

社会が どのような社会 であるのかが示 されている。そ

れ らを踏まえて、わか りやす く表現すれば、男女共同

参画社会 とは、男女が、性別 によって差別 された り生

き方を制限され ることがな く、個人 として尊重 され 自

らの意思 と責任で 自分 らしく生 きることがで きる社会

である。そのような社会 を実現す るためには、男女が

社会のあらゆる分野 の活動や意思決定に平等 ・対等 な

立場で関わ ることが必要であ り、そのためにこれ まで

の性別役割分業 に基づ く社会の仕組み を改め、男性 と

女性が共に仕事 と家庭(個 人生活)を 両立で きる仕組

みをつ くることが 目指されているのである。

2.男 性にとっての男女共同参画社会の意義と必要性

　上述のように男女共同参画社会を理解すれば、男女共

同参画社会が、女性だけを対象にした ものでないことは

言 うまで もない し、女性の権利や自由を拡大するために

男性の責任を追及 した り、権利を制限しようとするもの

でないことは明 らかである。 目指す ところは男女 どちら

の性であろうと、個人として十全に生 きることがで きる

ような社会、いいかえれば男女が共に自分 らしく生 き生

きと生活することがで きる社会である。このような社会

は男性にとっても好 ましいはずである。

　 ここで、あらためて男性にとっても男女共同参画社会

が必要 とされていることを、先の各章で明らかになった

青森県男性の意識や生活の現状に即 して具体的に指摘 し

ておこう。

　 まず、第一にあげられるのは、男性にとって も 「仕事

と家庭の両立」が現実的な課題になりつつあることであ

る。女性からの要求に答えて仕方な くではあっても、す

でに男性たちの意識は、家庭役割に参加することを受け

入れている。その一方で、これまで通 り男 として家族 を

養 う責任 も果たさなければならない と考えている。つま

り、家族を養 うことができるような収入 を得るような働

き方をしながら、家庭役割 もしっか り果たさなければな

らない というジレンマを抱えつつあるのである。今の と

ころ、このようなジレンマは表面化 していないが、早晩

多 くの男性が直面することになるのは間違いない。この

ジレンマを解決するためには、男女が共に仕事 と家庭 を

両立することができる男女共同参画社会の実現をおいて

他にはない。

　 第二の点は、「(女性 より大 きな)責 任」や 「結婚」、「跡

取 り」「親の扶養」な どが、男であるが故 の不利 ・不 自

由として意識 され、表明され始めていることである。こ

のような意識は、三世代家族や第一次産業従事者が多い

青森県男性の特徴 といえるかも知れない し、今の ところ

家族や周囲に対 して公然 とは表明されてはいない。 しか

し、これまで男の優位性や特権の基盤として当然視され

て きた慣習に対 して、男性 自身が不利 ・不 自由なものと

みなして してアンケー トに答えていること自体が大 きな

変化 といえる。こうした意識を持 った男性が、すでに全

体で30%に 上っていることを考えれば、伊藤公雄が 「例

えば子育てに参加する人が、20%の 臨界点に行 くまでは

ち ょっと時間がかか るけれ ど、20%か ら50%に なるの

にそんなに時間はかか りません。」(注7)と 言うように、

いずれ多 くの男性たちに共通する負担感や悩みとして顕

在化 し、これまで男性中心に受け継がれて きた家族や地

域、社会のあり方を見直す動 きにつながってい くことが

期待できる。

　 さらに第三にあげられるのは、青森県の男性たちの多

くが、客観的にみても、単独で家族の扶養責任を果たす

ことが難 しい状況に置かれていることである。産業構造 、

雇用機会、労働時間、収入などどれをとって も不利 な状

況の中で、男 として(息 子 として、夫 として、父親 として)

期待されるすべての責任を果たそうとがんばって も、一

人で支えることは客観的にみて も困難である。先にみた

ような40代 男性の回答 は、そうした責任を一身に背負っ

た状況 にある男性たちの無意識の “SOS” と受け止め

るべ きである。

　 男性が抱える課題や負担 を軽減 し解決するためには、

男性 ひとりがすべての責任を抱 え込むのではな く、女性

と分かち合い支え合 うことが必要不可欠である。女性 と

男性が対等なパー トナーとして、様々な喜びや責任を分

かち合 うことによって、誰 もが自分 らしく充実 して生 き

ることがで きる男女共同参画社会の実現が求め られてい

るのである。

3.男 性の主体的・積極的取 り組みをすすめるための課題

　 男性にとって も男女共同参画社会が必要 とされている

ことは明 らかであるとして も、このまま情勢を静観 して

いるだけでは、事態の進展は期待できない。男性たちの

主体的 ・積極 的な取 り組み を促すために、強力 に働 きか

け支援することが必要である。すでに随所で指摘 してき

たことをあわせて、差 し当たって、以下の ような取 り組

みが必要 と考えられる。ただし、本稿では、紙面の都合

上項 目を掲げるに止め、内容の詳細については稿を改め

て論 じることとする。

　 (1)広 く知 らせ、関心を高めるための広報活動

　　 ①男女共同参画社会に対する誤解やマ イナスイメー

　　　 ジを払拭するための働 きかけ

　　 ②男女共同参画社会の男性 にとっての必要性、メ

　　　 リットをアピールする

　 (2)男 性自身の気づき、実践を促すための支援

　　 ③男性 に対する学習 ・訓練機会の提供
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④男性相談窓口の設置

(3)女 性との相互理解、協力を進めるための学習・交流

⑤女性問題 と男性問題について体系的に理解するた

　 めの学習

⑥男性の 「家族扶養責任」の見直 しと女性の 「育児

　 責任=3歳 児神話」の見直 し

おわりに

　 30年 以上にわたる女性差別撤廃 および女性問題解決

の取 り組みの中で、女性たちが置かれている状況や抱 え

ている問題、それ らに対する女性や社会の認識について

は、様 々な調査 ・研究によってある程度明らかにされて

きている。それに対 して男性に関する同様のデータや情

報は非常に少な く、社会的な認知 も低い。男女共同参画

社会 を実現す るためには男性 の状況や抱えている問題

が、女性問題 と根 を同 じくする社会問題であることを客

観的なデータに基づいて明らかにし、社会的な認識を広

めてい く作業が必要不可欠である。

　本稿は、青森県の男性 という限られた対象 に対する調

査 に基づいた考察であ り、 アンケー トの回収率 も30%

弱に止まっていることから、これらの結果 を直ちに一般

化することはできないが、男女共同参画の観点か ら男性

たちの意識の現状 と抱えている問題の一端 を明らかにす

ることがで きたのではないかと自負 している。 ここで得

られた知見を足がか りに、今後も男女共同参画社会の実

現に向けて男性の意識と態度、生 き方 を変えるための研

究 ・実践に取 り組んでい きたい。

　　　　　　　　　　 (受理 日:平 成19年11月16日)

◆注(引 用文献)

注1)内 閣府 『男女共同参画基本計画(第2次)』2005p .3

注2)日 本家族社会学会全国家族調査委員会編 『第2回

　　　家族 についての全国調査(NFR　 O30)』 第1次 報

　　　告書　2005p.177

注3)・ 新 聞記事 として① 日本経済新 聞2003年7月23

　　　 日付 『育児ス トレス悩 むパパ』②同紙2007年6月

　　　 19日 付 『理想 と現実 ・・ギ ャップに悩む家事 シェ

　　　ア男 の憂 うつ』・調査研究 として、UFJ総 合研究

　　　所編 『子育て支援 に関する調査研究報告書』2003

　　　「家事 ・育児 を仕事 と同等 に重視 したい」「どちら

　　　か と言えば家事 ・育児 を優先 したい」と望 む男性

　　　が7割 近 くにのぼっているが、現実には仕事 を優

　　　先 している男性が半数以上 を占め、希望 と現実に

　　　ギャップがあることが明らかになった。

注4)選 択肢の事例は、筆者が講義の中で男子学生に対 し

　　　て行ったアンケー トの回答事例の他、男性著者によ

　　　る文献の中であげられている事例の中から選んだ。

注5)西 田公昭他 『男性の苦悩 とその対処方法につい

　　　ての調査報告書』静岡県男女共同参画セ ンター

　　　2003　 p.8

注6)男 女共同参画に関する用語の周知度 表25　 内閣

　　　府 『男女共同参画社会に関する世論調査報告書』

　　　2002所 収

注7)北 海道新聞2005年11月6日 付 『男 らしさの よ

　　　ろい脱 こう』
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